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 [授業の概要・目的]
現代社会を規定する社会制度や公共政策のあり方について、特にその規範的背景に焦点をあてて、
講ずる。

 [到達目標]
現実に存在する社会制度や公共政策の背後にある諸理論を身につけるとともに、それらを実際の社
会問題に応用・適用し、批判的に現状を分析できるようになるとともに、自分なりに、あるべき社
会制度・公共政策のあり方について考察できるようになることを目指す。

 [授業計画と内容]
第１回　イントロダクション
　公共政策や社会制度を支える規範理論に関する文献を講読するが、具体的に何を読むか、受講者
と相談したうえで決定する。そのうえで、報告担当者を決定する。

第２回～１４回　文献の講読
　毎回、担当者が担当箇所について報告し、その後、受講者でその内容について議論する。内容が
不明な場合などは、追加の調査・検討が課されることもある。

第１５回　まとめ
　１３回の講読を踏まえ、今後の疑問点や課題について全員で議論する。

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点]
到達目標の達成度に基づき、AからFの６段階で、総合的に評価する。なお、評価基準は人間・環境
学研究科の成績評価基準によるものとする。

 [教科書]
授業中に指示する
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
授業前には、必ずテキストの該当箇所を読んで、自分なりの意見をまとめてくること。また授業後
には、授業内容を振り返り、自分自身の研究に関連付けて考察してみること。

 [その他（オフィスアワー等）]
 


